
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 御茶の水美術専門学校 
設置者名 学校法人 服部学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

美術専門課程 

デザイン・アート

科 昼間（3年制） 

夜 ・

通信 
3,518 時間 

80×3= 

240 時間 
 

高度デザイン・ア

ート科 昼間（4

年制） 

夜 ・

通信 
4,298 時間 

80×4= 

320 時間 
 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
HP にて授業科目一覧を公表。授業科目一覧の中で、教員の実務経験に関するチェッ

ク欄あり。 

（掲載：https://senmon.ochabi.ac.jp/disclosure/） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 御茶の水美術専門学校 
設置者名 学校法人 服部学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP にて理事名簿を公表している。 

（掲載：https://senmon.ochabi.ac.jp/disclosure/） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
コンサルティング会社  

代表取締役 

2019.5.29

～

2022.5.29 

経営、組織運営に対

する専門的な知見 

非常勤 公認会計士 

2019.5.29

～

2022.5.29 

財務・経理全般に対

するチェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 御茶の水美術専門学校 

設置者名 学校法人 服部学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

(デザイン・アート科（３年制）、高度デザイン・アート科（４年制）） 

【作成について】 

各授業科目…毎年度、外部委員を含む教育課程編成委員会にて行われる指導内容につい

ての検討・検証に基づき、各授業を担当する教員により、作成を行っている。 

授業科目名、必要時間数、担当教員名、成績評価方法、を確定し、授業の到達目標及び

テーマ、講義概要、授業計画（各回のプラン）、教科書及び参考書に関する事項は、全

科目共通で記載する学内統一様式でシラバス作成を行っている。 

 

【時期について】 

翌年度の講義予定（授業計画）は 1月～3月に担当教員が作成する。 

3 月下旬にシラバスを公表する。 

授業計画書の公表方法 本校事務室で閲覧することができる。 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学生生活ハンドブックにおいて、成績評価、単位認定、出席率等について規定している。 

作品内容・学習理解度、授業態度等を下記の基準で評価している。 

可以上（60 点以上）が、合格と判定され、単位の認定を受けることができる。 

なお、授業への出席率が 60％未満の授業科目の成績は不可とする。 

 
成績 評価基準 

優 80 点以上 

良 70 点以上 80 点未満 

可 60 点以上 70 点未満 

不可 60 点未満 
 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学内の成績評価から下記の方法により客観的な指標を算出し、成績の分布状況を把握し

ている。また、本校独自の奨学金等に活用している。 

 

【客観的な指標の算出方法】 

履修科目の成績評価を下記の表により「成績評価ポイント」に換算し、計算式に当ては

めて算出（小数点第３位を四捨五入） 

成績評価 優 良 可 不可 

成績評価ポイント 3 2 1 0 

 

（計算式） 

3×優の修得単位数＋2×良の修得単位数＋1×可の修得単位数＋0×不可の修得単位数 

 

総履修登録単位数（「不可」の単位数を含む） 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
HP にて公表している。 

（掲載：https://senmon.ochabi.ac.jp/disclosure/） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校のディプロマ・ポリシーとして、マーケッター、プランナー、クリエーターの 3種

の職能を持つ人材を輩出することを 2019 年度の入学者選考より明示している。これは、

複数の市場の動向を観察することで、自分が関心をもっているマーケットで本質的に必

要とされている商品、及びサービスを見極め、その需要を実際に満たし得る企画立案を

論理的に構築できる能力を持つ人材の輩出を明言したものであり、本校ではこれに留ま

らず、自分の提案を実際に視覚化して表現できるクリエイティビティーを持ち合わせた

人材の育成を目標としている。 

 

卒業要件については、試験等により基準以上の評価を得て、本校所定の課程を修了する

ことを定めている。詳細についてはディプロマ・ポリシーをはじめ、学則細目、学生生

活ハンドブック等に記載している。 

 

本校ではディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）を策定し、学校案内書、HP で公表し

ている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学校案内書「2020 OCHABI School Guide 01」に掲載し、公

表している。 

また、HPにて公表している。 

掲載：

https://senmon.ochabi.ac.jp/wp-content/uploads/2019/0

4/2020_zerobook1.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 御茶の水美術専門学校 

設置者名 学校法人 服部学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

毎年ＨＰで公開している財務情報に、詳細情報や事業

報告書、監事による監査報告書については事務所で閲

覧できる旨を掲載している。

https://senmon.ochabi.ac.jp/disclosure/ 

収支計算書又は損益計算書 同上 

財産目録 同上 

事業報告書 同上 

監事による監査報告（書） 同上 

 

  



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 美術専門課程 デザイン・アート科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼 

2,460 

単位時間／単位 

420 

単位時間

/単位 

990 

単位時間

/単位 

1,050 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

300 人 92 人 5 人 13 人 36 人 49 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等、適宜個別面談を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 37 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

22 人 

（59.5％） 

15 人 

（40.5％） 

（主な就職、業界等） 

（株）カツト、（株）三栄建築設計、SUPER PENGUIN（株）、（株）スマートテックユニ

バーサル、（株）MONOLITH Japan、（株）LIFE SOUND、（株）ラポール等。 

（就職指導内容） 

全ての授業が就職や起業等に繋がるようカリキュラム設計をしており、2 年次より毎週

行われるキャリアデザインの授業を中心に指導を行っている。「産官学連携授業」での

企業等とのコミュニケーションは、進路指導の一環として機能させている。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  86 人 1 人  1.2％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

奨学金制度の紹介、定期面談・個別面談の実施、キャリア教育の実施 

 
  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 美術専門課程 
高度デザイン・アート

科 
 ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4 年 昼 

3,300 

単位時間／単位 

540 

単位時間

/単位 

1,410 

単位時間

/単位 

1,350 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 14 人 0 人 13 人 36 人 49 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3．を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4．を参照 

学修支援等 

（概要） 

長期欠席者への指導等、適宜個別面談を実施。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 3 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

2 人 

（66.7％） 

1 人 

（33.3％） 

（主な就職、業界等） 

日本管財（株）、UT コントラクション（株）。 

（就職指導内容） 

全ての授業が就職や起業等に繋がるようカリキュラム設計をしており、2 年次より毎週

行われるキャリアデザインの授業を中心に指導を行っている。「産官学連携授業」での

企業等とのコミュニケーションは、進路指導の一環として機能させている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 



  

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  13 人 1 人  7.7％ 

（中途退学の主な理由） 

家庭状況の急変等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

奨学金制度の紹介、定期面談・個別面談の実施、キャリア教育の実施 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

デ ザ イ

ン・アート

科 

200,000 円 800,000 円 330,000 円  

高度デザ

イン・アー

ト科   

200,000 円 800,000 円 330,000 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

学校独自の奨学金「御茶の水美術専門学校奨学金制度」 

前期成績及び出席率が優秀であることを条件に、3～5名採用・年間 15万円の貸与型奨学

金制度。書類と面接選考にて審査。 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、HPにて公表している。 

（掲載：https://senmon.ochabi.ac.jp/disclosure/） 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者評価は、①学校内で実施する自己評価の評価結果を学校外の関係者の方々に

評価いただき、自己評価結果の客観性・透明性を高めること、②学校と密接に関係する

方々の理解促進や連携協力により、学校運営の改善を図ることを目的として、企業等の

役職員、卒業生、地域関係者等の方々で構成する「学校関係者評価委員会」において実

施する。学校内で実施する自己評価は、「専修学校における学校評価ガイドライン」の

項目に沿って実施することとし、学校関係者評価委員会で審議された評価結果や今後の

改善方策等の内容は、次年度の重点目標の設定、学校運営や教育活動等の具体的な改善

に役立てるとともに、ホームページ等で公表するものとする。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

飲食店 代表取締役 2018.7.1 

～2020.6.30 

地域 

化粧品企画・販売会社 社員 2018.7.1 

～2020.6.30 

企業等 

酒類、清涼飲料メーカー 社員 2018.7.1 

～2020.6.30 

企業等 

公益社団法人 職員 2018.7.1 

～2020.6.30 

企業等 

舞台美術制作会社 社員 2018.7.1 

～2020.6.30 

卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 



  

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、HPにて公表している。 

（掲載：https://senmon.ochabi.ac.jp/disclosure/） 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

HP にて公表している。 

（掲載：https://senmon.ochabi.ac.jp） 

また、学校案内書にて公表している。 

 


